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今号のテクノスコープでは、明治日本の産業革命遺産（世界
遺産登録）「韮山反射炉」から幕末の鉄づくり技術を探りまし
た。三重県安乗神社に保存される大砲から辿り着いた「過共晶
鋳鉄」とその製造方法の仮説検証、良質溶湯の証しとされる
「亀の甲銑」の由来の謎を追う姿は、まさに科学歴史ロマンで
す。DXとデジタルツインによる「もの」と情報の融合が進む
一方、情報過多ゆえに「もの」の本質への接近や興味がなんと
なく薄れていないかと、教壇やオンライン授業で感じることが
あります。先端技術への驚嘆だけなく、歴史に思いを馳せる精
神（的余裕）の涵養も技術者育成に肝要であろうと、所属機関

では産業技術史や科学技術教養の教育を積極的に取り入れてい
ます。本記事はその題材に打って付けであり、ぜひ参考にした
いと思いました。
前号の編集後記は東京2020の開幕直後に書かれたそうで、

この編集後記は同パラリンピックの大会8日目に執筆していま
す。この間、国内の感染状況は悪化し、夏の甲子園は開催され
三重国体は中止、アフガニスタンの新たな混乱と、国内外で矛
盾と混迷が拡大しています。ロマンを気兼ねなく語る気持ちと
場だけは失いたくありません。
� （H.S.）

編  集  後  記
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仕様

Q ポル XL は、Φ 300 ～ 350 mm の作業ホイールを使用できる堅牢な自動研磨およびポリッシング装置です。特に大型サンプルの研磨・ポリッシング
作業に適した構造および機能が充実しています。

自動研磨機 Qポル XL

● Φ 300 ～ 350mm 作業ホイールの使用が可能なパワフルな行動
● ステンレス鋼で保護された作業領域
● 正確で効率の良い作業を可能にする研削量測定システム
● プロセス中に左右に往復移動可能なポリッシング ･ ヘッド
● 最適な研磨剤供給システムの構築が可能なモジュール方式
   ・ マグネチック ･ スターラー
   ・ 研磨液量監視
● 大型サンプルに対応できる広範囲の荷重 (50 ～ 750N)
● プロセスの効率化を推進する自動サンプル洗浄システム (オプション)
● 研磨剤を均一に供給する可動式供給アーム
● 自動で開閉する安全フード
● 作業ホイールの汚れを低減させるスピン ･ サイクル機能
● 装置の状況をモニタリングできるシグナル ･ タワー ( オプション )
● 管理が容易な循環冷却システム / 沈殿槽 ( オプション )
● 作業領域内の清掃を容易にするスパイラル式洗浄ホース

作業ホイール寸法 Ø 300~350mm

作業ホイール数 1 面
回転速度 作業ホイール：50~600rpm  ポリッシングヘッド：50~350rpm
回転方向 反時計方向 ( ポリッシングヘッドのみ時計方向可 )

荷重 中央荷重：20~400N

サンプルホルダー ( 数 ) Ø159 - 204 mm
研磨剤自動供給 ( オプション ) 4- ダイヤモンド懸濁液、1- 潤滑剤、1- 酸化物研磨剤

電源 三相 220-240V / 50/60Hz  接続ロード：6kVA

寸法 (W)x(D)x(H) 901x710x265mm

重量 ～ 420kg
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オパール 480 は、サンプル作製時に必要な樹脂埋込みを行うための加熱加圧埋込プレスです。油圧及び水冷却の方式が採られており、埋込みは設定した
プログラムに従って自動的に行われます。埋込リンダーは工具を使わずに簡単に交換できます。

大型埋込プレス オパール ４８０

● 加熱加圧埋込プレス
● 使いやすいスライド式開閉システム
● 大型液晶画面の付いた操作しやすいユーザーインター
フェイス
● 埋込工程のプログラムを自由に設定して 18 件保存可能
● 4 種類から選択可能な加圧モード
● 油圧による加圧方式
● 水冷却による作業性の向上
● 工具を使用せずに行えるシリンダー交換
● 30x60 mm または 40x60 mm の四角柱成形が可能
● 強固なアルミニウム筐体と粉体塗装

加熱温度 20~200℃ (5℃毎可変 )  4 x 630W
加圧方式 自動油圧 ( 加圧範囲：145~310bar (5bar 毎 ))

加圧時間 0~30 分 (15 秒毎可変 )

加圧モード ４種 ( 同時 / 段階 / 設定温度到達後 / 冷却開始前 )

冷却方式 自動水冷 ( 冷却モード： 通常 / 節水 (10~50%))

シリンダー有効寸法 80mm
開閉システム スライド
シリンダー寸法 (mm) Φ 50 / Φ 60 / Φ 70 / 30x60 / 40x60
電源 単相 220-240V / 50/60Hz  接続ロード：3.6kVA 毎
寸法 (W)x(D)x(H) 390x500x450mm
重量 約 68kg

切断・埋込・研磨 / ポリッシング・硬さ試験機のことなら
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